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     女性の年金制度の改善に関する意見書 

 

少子・高齢社会の到来は、年金・医療・福祉等のすべての社会保障制度について

の全面的な改革を迫っています。社会保障の支え手である現役労働者が減少してい

く一方で、制度の受益者である高齢者が急速に増大していく少子・高齢社会におい

ては、社会保障制度の安定化を図るために、制度の抜本的な改革は避けて通れませ

ん。こうした観点から、昨年の３月に年金制度の改正が行われましたが､いまだや

り残した課題も少なくありません。その代表例が｢女性に関わる年金制度｣の改革で

す。 

雇用・就業及び教育等における女性の社会進出は近年、目覚ましいものがありま

す。一方で晩婚化、単身者の増加、共働き世帯の増加、さらには離婚等の増加など、

特に女性のライフスタイルが多様化し、大きく変わりつつあります。 

しかしながら、現行の年金制度は、｢片稼ぎ世帯（専業主婦世帯）｣をモデルとし

たものであり、ライフスタイルの多様化が著しい今後の少子・高齢社会に対応する

ことが困難となっています。 

例えば、本人自身が保険料を納付することなく、厚生年金全体で負担し共働き夫

婦等の間に不公平が指摘されている第３号被保険者（専業主婦等）問題、また専業

主婦が離婚し単身世帯になると、夫の報酬比例年金は受けることができず、基礎年

金のみとなってしまうという問題、あるいは遺族年金においては、専業主婦に比べ

働く女性に不利な仕組みになっていることや、妻の納めた保険料を掛け捨てにせざ

るを得ない場合もあるなど、さまざまな問題点が指摘されています。 

また、基本的な問題点として、女性の年金給付水準が低く、長い老後を送るには

十分でなく、その総体的な底上げが要求されています。さらには女性が避けて通れ

ない育児・介護期間中の就業と収入の中断に対して、わが国の年金制度が対応して

いないことなども女性の年金水準の低下をもたらしています。 

現在、政府においては「女性と年金検討会」を設置し、こうした女性と年金問題

について、全般的な検討を行っているところでありますが、武蔵野市議会は貴職に

対し、これら諸問題の解消のためには、広範な国民の意見を聴き、ライフスタイル

が多様化した時代にふさわしい年金制度ならびに女性の自立した生活と人権の確立

を図るよう要望します。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

平成１３年１２月   日 

                  武蔵野市議会議長 井 口 良 美 
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